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帝
カ
レ
ル
四
世
の
王
女
ア
ン
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
リ
チ
ャ
ー
ド

二
世
の
王
妃
と
な
っ
た
。

王
妃
は
チ
ェ
コ
語
の
聖
書
を

持
っ
て
い
た
が
、
国
王
は
自
国
語

で
あ
る
英
語
の
聖
書
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
ウ
ィ
ク
リ

フ
が
聖
書
翻
訳
を
進
め
た
ひ
と
つ

の
背
景
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ミ
ュ
シ
ャ
（
チ
ェ
コ
語
で
は
ム

ミ
ュ
シ
ャ
展
が
六
月
初
め
ま
で

開
催
さ
れ
、「
ス
ラ
ブ
叙
事
詩
」

を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス

ラ
ブ
民
族
の
古
代
か
ら
の
歴
史
を

民
衆
の
視
点
か
ら
描
い
た
作
品
に

圧
倒
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

二
〇
枚
に
お
よ
ぶ
大
作
の
な
か

か
ら
、
ふ
た
つ
の
作
品
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
は
「
ス

ラ
ブ
式
典
礼
の
導
入
」、
も
う
ひ

と
つ
は
「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
教
会
礼
拝

堂
で
説
教
す
る
ヤ
ン
・
フ
ス
」
で

あ
る
。

「
ス
ラ
ブ
式
典
礼
の
導
入
」
に

は「
汝
の
母
国
語
で
主
を
讃
え
よ
」

と
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
典
礼
の

さ
い
に
ス
ラ
ブ
語
の
使
用
を
認
め

る
と
い
う
教
皇
勅
書
を
、
ロ
ー
マ

か
ら
の
使
者
が
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
国
王

の
前
で
読
み
上
げ
る
場
面
だ
。
紀

元
八
八
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
わ
ず
か
五
年
後

に
ス
ラ
ブ
語
に
よ
る
典
礼
が
禁
止

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
幾
度
も
の

変
遷
を
経
る
こ
と
に
な
る
が
、
聖

書
を
自
国
語
で
読
む
と
い
う
願
い

は
人
々
の
心
に
深
く
根
差
す
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
〇
〇
年
、ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ク
リ
フ
が
聖
書
を
英
語
に
翻

訳
し
た
の
は
一
三
八
二
年
で
あ
っ

た
。
そ
の
当
時
プ
ラ
ハ
を
首
都
と

し
て
い
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇

休
日
で
あ
る
。
プ
ラ
ハ
旧
市
街
広

場
に
あ
る
フ
ス
と
そ
れ
を
取
り
囲

む
群
衆
の
像
は
、
フ
ス
の
死
後

五
〇
〇
年
に
あ
た
る
一
九
一
五
年

に
建
て
ら
れ
、
ナ
チ
支
配
下
や
、

「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
挟
ん
だ
前
後

の
厳
し
い
統
制
下
に
も
生
き
延
び

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

フ
ス
が
お
こ
な
っ
た
説
教
は
原

稿
が
残
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
そ
の
全

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
そ
し
て
穏
当
で
ま
っ
と
う

な
主
張
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、

一
九
九
〇
年
に
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
、

フ
ス
を
教
会
改
革
者
た
ち
の
中
に

正
し
く
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
た
。カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、

フ
ス
を
再
評
価
し
た
の
だ
っ
た
。

今
年
は
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
で

あ
る
。
ル
タ
ー
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
グ
の
城
門
に
「
九
五
か
条

の
提
題
」
を
貼
り
出
し
た
の
が
、

一
五
一
七
年
一
〇
月
三
一
日
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。

筆
者
自
身
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
教
会
に
属
し
、
そ
の
基
本
理
念

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。け

れ
ど
も
、
わ
が
身
を
振
り
返

り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
界
の
様
子

を
省
み
る
に
、
ど
こ
か
硬
直
し
、

人
々
の
生
活
か
ら
乖
離
し
て
い
る

の
で
は
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
は
、
新
た

な
宗
教
改
革
が
必
要
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
、
礼
拝

を
自
国
語
で
お
こ
な
う
た
め
に
腐

心
し
た
先
人
た
ち
に
学
び
、
ま
た

民
衆
の
言
葉
で
語
ろ
う
と
し
た
フ

ス
た
ち
の
、
時
代
に
抗
う
働
き
か

ら
学
ぶ
こ
と
の
意
義
は
、
と
て
も

大
き
い
と
思
え
る
。

�

（
日
本
基
督
教
団
番
町
教
会
牧
師
）

ハ
）
が
描
い
た
「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
教

会
礼
拝
堂
で
説
教
す
る
ヤ
ン
・
フ

ス
」
は
、
フ
ス
そ
の
人
よ
り
も
、

礼
拝
堂
を
埋
め
る
人
々
に
光
が
あ

た
り
、
そ
の
姿
勢
や
表
情
、
視
線

の
行
方
に
興
味
が
ひ
か
れ
る
。

主
人
公
は
民
衆
で
あ
る
。
民
衆

が
フ
ス
の
語
る
言
葉
を
い
か
に
支

持
し
て
い
た
か
が
描
か
れ
、
ま
た

そ
れ
を
快
く
思
わ
な
い
人
が
い
た

こ
と
も
同
時
に
描
か
れ
て
い
る
。

フ
ス
は
チ
ェ
コ
語
で
説
教
を

し
、
パ
ン
と
杯
に
よ
る
聖
餐
を
主

張
し
、
異
端
者
の
烙
印
を
押
さ
れ

た
。
し
か
し
彼
は
今
も
民
族
の
英

雄
と
し
て
覚
え
ら
れ
て
い
る
。

七
月
六
日
は
「
ヤ
ン
・
フ
ス
焚

刑
記
念
日
」
と
し
て
、
チ
ェ
コ
の

「
ス
ラ
ブ
叙
事
詩
」
を
観
て

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

�

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
評
議
員 　

�

横
野　

朝
彦　
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

去
る
６
月
よ
り
、
２
０
１
７
年

度�

日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム�

宗
教

対
話
Ⅰ
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史

を
読
む
」
Ⅰ
（
明
治
篇�

全
７
回
）

が
始
ま
っ
た
。
場
所
は
日
本
キ
リ

ス
ト
教
会
館
会
議
室
。本
講
座
は
、

明
治
期
の
初
め
よ
り
、
こ
の
国
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教

が
主
に
宣
教
師
を
通
し
て
紹
介
さ

れ
た
際
、
受
け
取
り
手
で
あ
る
日

本
人
は
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の

か
、
そ
の
こ
と
を
代
表
的
な
人
物

に
焦
点
を
当
て
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
、
新
島
襄
、
海
老
名
弾
正
、

植
村
正
久
、
内
村
鑑
三
、
新
渡
戸

稲
造
、
柏
木
義
円
な
ど
、
第
一
世

代
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
。
そ
の
、
生

涯
と
信
仰
理
解
を
、
資
料
に
基
づ

き
な
が
ら
学
ぶ
。
ま
た
、
こ
の
講

座
は
、
講
師
に
よ
る
各
神
学
校
で

の
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」
の
講

義
を
下
敷
き
に
、
信
徒
や
一
般
向

け
に
「
分
か
り
や
す
く
」
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
講
師

は
戒
能
信
生
氏
。
戒
能
氏
は
日
本

基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師
で
あ

り
、
日
本
聖
書
神
学
校
・
農
村
伝

道
神
学
校
・
東
京
バ
プ
テ
ス
ト
神

学
校
な
ど
、
教
職
養
成
に
関
わ
る

中
で
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
精
通

し
て
お
り
、
そ
の
資
料
収
集
・
分

析
に
は
定
評
が
あ
る
。

率
直
な
ご
批
判
と
提
言
を
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

も
、
い
つ
も
の
会
議
室
を
離
れ
、

夕
刻
、
ド
リ
ン
ク
を
お
伴
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
み
て
は
、
と
考

え
ま
し
た
。

当
日
、
定
員
20
名
の
会
場
い
っ

ぱ
い
の
参
加
者
と
共
に
、
柴
崎
氏

の
と
て
も
静
か
な
語
り
口
で
ご
自

身
の
個
人
史
と
編
集
へ
の
熱
い
思

い
を
う
か
が
い
、
詩
人
と
し
て
の

お
立
場
か
ら
は
「
尹
東
柱
」「
石

原
吉
郎
」「
安
西
均
」「
八
木
重
吉
」

な
ど
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
作
品

と
生
き
様
を
と
お
し
て
近
代
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
の
在
り
様
を「
詩
」

と
い
う
切
り
口
で
再
考
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は　

10
月
20
日
（
金
）

ゲ
ス
ト　

中
川
和
夫
さ
ん（
元
・

岩
波
書
店
、
現
・
プ
ネ
ウ
マ
舎

代
表
）

聞
き
手　

月
本
昭
男
さ
ん
（
上

智
大
学
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
第
二
回

は
７
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
よ

り
、
新
島
襄
を
取
り
上
げ
て
の
講

義
。
猛
暑
の
中
、
前
回
よ
り
増
え

30
名
近
い
方
が
参
加
、
前
回
に
引

き
続
き
、
慌
て
て
コ
ピ
ー
を
と
り

に
走
る
こ
と
に
。
冒
頭
、
新
島
襄

の
生
涯
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
、
引
き
続
い
て
、
資
料
に

基
づ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
今

後
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
た

ち
が
、
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る

の
か
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。（
日
本
基
督
教
団
四
街
道
教
会
牧

師　

矢
吹
大
吾
）

さ
て
、
第
一
回
は
６
月
８
日

（
木
）
午
後
２
時
よ
り
行
わ
れ
た
。

初
回
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
20

名
近
く
が
参
加
し
、
会
場
で
あ
る

会
議
室
は
座
席
が
足
り
な
く
な
る

ほ
ど
。
年
齢
層
は
「
や
や
高
め
」、

と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
用
意

し
て
い
た
資
料
も
足
り
な
く
な

り
、
慌
て
て
コ
ピ
ー
を
と
り
に
走

る
こ
と
に
な
っ
た
。
冒
頭
、
戒
能

氏
は
本
講
座
の
趣
旨
を
説
明
。
次

に
、
横
浜
バ
ン
ド
・
札
幌
バ
ン
ド
・

熊
本
バ
ン
ド
や
、
公
会
運
動
に
触

れ
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
に

 
●
２
０
１
７
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅰ

 

「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
を
読
む
」

　
　
　
　
　
　
　

 

第
Ⅰ
期
（
明
治
篇　

全
７
回
）

�

講
師　

日
本
基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師　

戒
能　

信
生
さ
ん

２
０
１
７
年
６
月
８
日（
木
）～
１
２
月
１
４
日（
木
）

会
場　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館
６
階

 

●
２
０
１
７
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宗
教
対
話
Ⅲ　

特
別
企
画

　
「
編
集
者
が
そ
の
本
音
を
語
る
」
第
一
回

 

「
柴
崎
聰
さ
ん
に
聞
く　

編
集
者
と
し
て
、　　

　

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
そ
し
て
詩
人
と
し
て
」

�
ゲ
ス
ト　

元
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
編
集
者　

柴
崎 　

聰
さ
ん

�
聞
き
手　

日
本
基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師　

戒
能 

信
生
さ
ん

２
０
１
７
年
７
月
７
日（
金
）

会
場　

カ
フ
ェ
・
エ
ク
レ
シ
ア（
東
京
都
台
東
区
蔵
前
）

今
回
の
企
画
は
、
今
様
々
な
意

味
で
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
と
言

わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
世
界
、
そ
の
中
で
長
年
編

集
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
方
々
を

お
招
き
し
、
現
在
の
日
本
社
会
や

キ
リ
ス
ト
教
界
の
状
況
に
つ
い
て
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昨
年
夏
相
模
原
市
で
起
き
た
障

害
者
施
設
殺
傷
事
件
は
衝
撃
的
で

あ
っ
た
。殺
傷
事
件
の
当
事
者
は
、

「
障
害
者
は
、
社
会
の
お
荷
物
だ
、

い
な
い
方
が
よ
い
」
と
主
張
し
て

い
る
。
殺
傷
事
件
を
曳
き
起
こ
す

迄
に
至
ら
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
は
、
現
在
の
社
会
の

様
々
な
場
面
で
顕
在
化
す
る
。
障

が
い
は
、
人
間
の
欠
陥
と
み
な
さ

れ
、
強
い
こ
と
、
完
全
な
こ
と
だ

け
が
重
ん
じ
ら
れ
、
弱
い
こ
と
は

意
味
の
無
い
こ
と
と
さ
れ
る
。
出

生
前
診
断
が
行
な
わ
れ
、
障
が
い

の
可
能
性
の
あ
る
子
ど
も
は
、
生

ま
れ
な
い
よ
う
に
処
置
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
空
気
が
、
生
き
づ
ら

さ
を
生
み
だ
し
、
精
神
を
病
む
人

を
作
り
出
し
て
い
る
。

演
者
は
、
京
都
市
山
科
の
地

に
、
約
10
年
前
か
ら
社
会
福
祉
施

設
「
か
ら
し
だ
ね
」
を
開
設
し
、

そ
こ
で
主
に
精
神
を
病
む
人
に
寄

り
添
い
、
働
く
場
を
提
供
し
、
生

活
の
立
て
直
し
や
就
職
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
そ
の
活

動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
社
会
の

生
き
づ
ら
さ
を
生
み
出
す
要
因
を

示
し
、
共
に
生
き
生
き
と
生
き
て

い
け
る
社
会
を
作
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
を
、
参
加
者
と
一
緒
に

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

考
え
よ
う
と
さ
れ
た
。
京
都
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
と
の
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
っ
た
の
で
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
関
係
の

婦
人
も
多
数
参
加
さ
れ
、
豊
か
な

内
容
の
会
と
な
っ
た
。

現
在
日
本
で
は
、
精
神
を
病
む

人
が
３
３
０
万
人
に
も
上
っ
て
い

る
。
厚
労
省
は
、
精
神
疾
患
を
脳

卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
と
並
ぶ

５
大
疾
患
の
一
つ
に
数
え
て
い

る
。
日
本
で
精
神
疾
患
の
た
め
入

院
す
る
人
の
在
院
日
数
は
、
諸
外

国
に
比
べ
て
飛
び
ぬ
け
て
長
い
。

こ
れ
は
、
日
本
の
社
会
が
病
ん

で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人

は
、ど
う
し
て
精
神
を
病
む
の
か
。

周
囲
の
人
と
の
間
に
信
頼
関
係
を

作
れ
ず
に
疲
れ
果
て
て
い
る
若
者

た
ち
。
貧
困
や
過
重
労
働
な
ど
に

よ
り
、
社
会
の
監
獄
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
若
者
た
ち
。
安
定
し

た
職
業
や
家
庭
を
持
て
ず
、
将
来

に
希
望
を
持
て
な
い
若
者
た
ち
。

他
人
の
過
ち
や
欠
点
を
許
さ
な
い

不
寛
容
な
社
会
。
公
平
、
中
立
を

求
め
る
圧
力
が
、
自
由
な
言
論
を

妨
げ
、
閉
塞
感
を
生
み
出
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
生
き
づ
ら
さ
が
精

神
を
病
む
人
を
作
り
出
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
毎
日
１
０
０
０

人
の
人
が
自
殺
を
図
っ
て
い
る
。

共
に
安
ん
じ
て
生
き
る
た
め
に

何
が
必
要
か
。
弱
さ
を
抱
え
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち

の
「
隣
人
」
に
な
る
こ
と
、関
心
、

共
感
、
関
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
価
値
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
大

切
。つ

じ
つ
ま
や
帳
尻
を
合
わ
せ
る

の
が
う
ま
い
器
用
者
と
し
て
で
は

な
く
、
不
器
用
者
と
し
て
生
き
る

デ
ク
ノ
ボ
ー
と
し
て
の
生
き
方
が

 
●
２
０
１
７
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
福
祉
」
第
１
回

　
〈
共
催
（
公
財
）京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
〉

 

「
共
に
生
き
る
地
域
社
会
づ
く
り　
　
　
　

～「
か
ら
し
だ
ね
」の
実
践
か
ら
み
る
、
精

神
障
が
い
者
に
と
っ
て
の
生
き
づ
ら
さ
～
」

社
会
福
祉
法
人
ミ
ッ
シ
ョ

ン
か
ら
し
だ
ね
理
事
長　

坂
岡　

隆
司
さ
ん

２
０
１
７
年
６
月
１
０
日（
土
）

会
場　

京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

大
切
。
弱
さ
の
持
つ
意
味
や
価

値
が
見
直
さ
れ
、「
弱
さ
」
の
哲

学
が
確
立
さ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。使

徒
パ
ウ
ロ
の
次
の
言
葉
は
、

示
唆
に
富
ん
で
い
る
。「
主
は『
わ

た
し
の
力
は
、
弱
さ
の
う
ち
に
完

全
に
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。』
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

私
は
、
キ
リ
ス
ト
の
力
が
私
を
お

お
う
た
め
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜

ん
で
私
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ

う
」（
コ
リ
ン
ト
Ⅱ
、12
：
９
―

10
）

� （順不同・敬称略 )
2017 年３月１日～３月 31 日
関西セミナーハウス寄付金に記載漏れ
がありました。お詫びを申し上げ、以
下に掲載します。
中井　博雅� 50,000

2017 年 5 月１日～ 5月 31 日
◆財団本部
寄付金
日本基督教団早稲田教会� 25,000
◆関東活動センター
賛助会費
犬飼　護郎� 5,000�
松岡　俊彦� 5,000�
大橋　祐治� 5,000�
根津　建� 5,000�
竹政　志郎� 5,000�
神保　正男� 10,000�
武藤　陽一� 5,000�
斉藤　洋子� 5,000�
伊與田　ユキ子� 5,000
次ページに続きます。

賛助会費・寄付金報告 ⑴

関西セミナーハウスで
は、大会議室で使用す
るグランドピアノを求
めています。お心当た
りの方は、ご一報下さ
い。

℡ 0 7 5 -
711-2115
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◆関東活動センター
■聖書を読む講座Ⅰ
「いのちをかけてのメッセージ－『イ
エスの譬え話』に聴く」（全 9回）
講　師：�山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：�2017年4月～2018年1月
（8月除く）第2火曜

� � 18：30～20：00
� � ⑤9月12日、⑥10月10日
会　場：�早稲田奉仕園スコットホール
参加費：�1,200 円／学生 500 円
テキスト：『イエスの譬え話 2』
� � 　新教出版社
共　催：�早稲田奉仕園
■2017年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」第Ⅰ期
（明治篇全 7回）
講　師：�戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第 3回　「海老名弾正の生涯とその
選択的受容の信仰」
日　時：�8月10日（木）14：00～16：00

第 4回　「植村正久の生涯とその正
統的信仰理解」
日　時：�9月14日（木）14：00～16：00
第 5回　「内村鑑三の生涯とその贖
罪信仰」
日　時：�10月12日（木）14：00～16：00
会　場：�日本キリスト教会館6階3号室
参加費：�1 回 500 円
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時：�2017年9月10日（日）、10月8日（日）
� � 9：00～15：00受付（1、8月

を除く年10回）
於：関西セミナーハウス
年会費：�5,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2017年度お茶のこころと宗教のこころⅡ
「聖書をいっしょに読みましょう」（全8回）
座　長：�榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時：�2017年4月～12月（8月除

く）第1または第2木曜
� � 13：30～16：30
� � ⑤9月7日、⑥10月5日
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�1 回 1,500 円 学生 500 円

（抹茶含む）定員：20名

■2017年度お茶のこころと宗教のこころⅠ
「キリシタン大名�高山右近の生涯が
私たちに問いかけるもの」
講　師：�川村�信三さん（上智大学

文学部史学科教授、イエズ
ス会司祭）

日　時：�2017年9月9日（土）
� � 13：30～17：30
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�2,300 円学生 1,000 円（お

茶代込み）
■2017 年度開発教育セミナー
第 3回「『考える』をファシリテー
トする～民主主義を耕すために」
講　師：�森�秀樹さん（兵庫教育大

学大学院教科教育実践開発
専攻教授）

日　時：�2017年9月9日（土）
� � 16：00～10日（日）12：00
第 4回「日本は “ 死の商人 ” になる
のか？～軍事と民生の境界線」
講　師：�杉原�浩司さん（武器輸出

反対ネットワーク代表）
日　時：�2017年10月14日（土）
� � 16：00～15日（日）12：00
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�10,500 円（1泊 2食込）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

財団本部� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター�http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
� http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org

大津健一さん：アジア学院理事長
（元財団本部事務局長・関東活動
センター所長）
2017年 6月 22日ご逝去。
若き日の関西でのお働きに始ま
り、CCA、NCC 在任時にもアカ
デミーと度々協働され、日本とア
ジアの平和と共生に尽くされまし
た。謹んで哀悼の意を表します。

東 西 南 北

プログラム案内

◆関東活動センター
賛助会費
全国教会婦人会連合� 20,000�
斎藤　宏� 5,000

神学生交流プログラム寄付金
根津　建� 5,000�
吉崎　聆子� 3,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
武藤　髙司� 10,000
三和管工株式会社� 50,000
横野　朝彦� 30,000
小久保　正� 10,000
森口　維邦子� 10,000
手銭　秀夫� 20,000
株式会社田中工務店� 10,000
竹中　百合子� 5,000
山崎　満� 5,000
津田　友一� 5,000
弁護士　中田政義� 10,000
長谷川　義紘� 10,000
武田薬品京都農園親睦会えん
じゅ会� 10,000
堀　和子� 3,000
岡本仁彦・泰子� 10,000
井上　康三郎� 10,000
中村泰洋園� 10,000
林　宗一郎� 10,000
◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
柳井　繁彌� 5,000
鳥井　清司� 5,000
岡安　茂祐� 5,000
多木　秀雄� 5,000

木下　壽子� 5,000
佐藤　友紀� 5,000
宇野　稔� 5,000
北城　伊三郎� 5,000
医療法人わたなべクリニック� 10,000
鳥井　操� 5,000
田辺　信子� 5,000
平野　正� 5,000
福留　順子� 5,000
長塩　滋子� 5,000
殿村　元一� 5,000
井上　勇一� 5,000
公益財団法人京都ＹＭＣＡ� 10,000
酒井　哲雄� 3,000
藤倉　寿美子� 3,000
湖月　美和� 5,000
宮田　満雄� 3,000
真鍋　裕子� 5,000
早川　良彌� 5,000
陶村　世佳子� 5,000
喜多村　やよい� 5,000
春名　康範� 10,000
相浦　和生� 3,000
寄付金
柳井　繁彌� 5,000
川北　かおり� 10,000
(株)こころ�ぬいぐるみ病院� 10,000
姫野　眞知夫� 5,000
小久保　正� 50,000
福島　和子� 3,000
早川　良彌� 5,000
坪野　えり子� 3,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛助会費・寄付金報告⑵


